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１．平成 13 年度の調査方針 
平成 13 年度調査は、平成 10 年～13 年度にわたる調査実態（水質、底質、魚類）

のとりまとめを行うとともに、規制基準値が規定されない状況において、平成 14
年度以降、一級河川の直轄区間で、どのようなモニタリングを行うかについて検討

を行い、河川内対策の基礎資料を得ることを目的として下記の調査を行う。 
 

 1-1.全国的な実態把握の継続（水質・底質調査） 

    1)全国調査 

109 水系の河川の監視のあり方について検討を行うための基礎資料を得るため、

過去３ヵ年において検出された地点で水質・底質調査を継続実施する。 

2)代表河川調査 

同じ地点で底質の検出傾向を確認、及び水質、底質と魚類の関係を把握するため、

主要河川８河川（阿武隈川、江戸川、多摩川、綾瀬川、信濃川、庄内川、淀川、筑

後川）において、水質調査と同時に底質調査を行う。 
なお、平成 12 年度に魚類調査との関連で調査を行った北陸荒川は、魚類調査の

対象河川から除くこととしたため、平成 13 年度は調査の対象としない。 
 1-2 河川への流入実態等の把握（流入実態調査） 

①  今後の監視の地点選定の基礎資料を得ることを目的として、河川への内分泌撹

乱物質の流入の実態を把握するために、調査を実施する。 

② 発生源の推定を目的とし、流入背景を把握するため、河川への負荷量の割合が

大きい樋管等の流域における特性を収集整理し、流入負荷量に対する関係を検討

する。 

  1-3.対策施設の検討 

河川管理者が河川内で行える内分泌撹乱物質の低減対策の一つとして浄化施設

における低減がある。国土交通省が設置する各種の浄化施設において内分泌撹乱物

質の除去効果の把握を行う。 
また、下水処理場からの放流水に対する水質対策として実施されている、なじみ

放流の内分泌撹乱物質に対する除去効果の把握を行う。 
  1-4.魚類に対する影響の解明（魚類調査） 

内分泌撹乱物質の生体影響については、社会の関心が高いなか、監視方針を作成

するうえで、内分泌撹乱化学物質の生体への影響が十分明らかになっていない。 
①  平成 10 年度から平成 12 年度の調査により、河川に生息する雄コイでは内分泌

撹乱乱物質の生体影響である雌性化の目安となる血清中のビテロゲニン濃度等

について、全体的な傾向を把握できたが、個別河川としては変動の大きい河川も

あり、継続的な調査を実施する。 

②  魚類調査地点で水質の酵母法によるエストロゲン様物質の濃度を測定し、女性

ホルモン作用の総量と魚類への影響との関係を把握する。 

なお、平成 12 年度に調査を行った北陸荒川は、コイ等が少なくその採捕が困難

なことから対象河川から除くこととする。 
  1-5.リスク管理のあり方の検討 

内分泌撹乱物質の生体への影響は、未だその評価は定まっていないが、今後その

対策の必要性が生じ、内分泌撹乱物質の対策を実施する場合を考慮し、河川環境に

おけるリスク管理のあり方の検討を行う。 

① 内分泌撹乱物質の監視の基本的考えをとりまとめる 

② 内分泌撹乱物質の対策のあり方を検討する 



 

－    － 2 

表１－１  平成１3 年度調査の構成 

調査項目 調査時期 調査地点 調査内容 

水質調査 実態調査結

果を考慮し、

選定した地

点 

115 地点 

ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝの

み 131 地点 

８物質（4-t-オクチルフェノール、ノニ

ルフェノール、フタル酸ジ-n-ブチル、ビ

スフェノールＡ、17β-エストラジオール

（ELISA 及び LC/MS 法）、エストロン、ベ

ンゾフェノン）についての水質分析 

 

水質・底質調

査 

9 月～11 月 

底質調査 主要８河川、

13 地点 

ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚ

ﾝのみ 131 地

点 

10 物質（4-t-オクチルフェノール、ノニ

ルフェノール、ビスフェノールＡ、17β-

エストラジオール（ELISA 及び LC/MS 法）、

エストロン、4-t-ブチルフェノール、ベ

ンゾ(a)ピレン、ベンゾフェノン、エチニ

ルエストラジオール）、についての底質分

析 

流入実態調査 9 月～10 月 平成 12 年度の調査結果を考

慮して選定 

１水系（多摩川） 

平均的な流入実態を把握するために現地

調査を行い、また、その流域における特

性を収集整理し流入負荷量に対する関係

を検討する。 

対策施設の検

討 

9 月～11 月 国土交通省が全国に設置し

ている浄化施設（ 礫間接触

酸化、プラスチック接触酸

化、植生浄化、土壌浄化） 

なじみ放流の施設 

国土交通省が全国に設置している浄化施

設のうち手法別に除去効果を把握する 

なじみ放流の除去効果の把握を行う 

魚類調査 9 月～11 月 平成11年度から平成12年度

の調査結果を考慮して選定 

４河川、９地点 

コイの成魚を捕獲し、血清中のビテロゲ

ニンの測定 

同時に、水質、底質調査を実施(水質・底

質ともにノニルフェノール、ビスフェノ

ールＡ、 17β－エストラジオール

(ELISA 及び LC/MS 法)、エストロンに

ついての分析) 

さらに水質において女性ホルモン活性量

の把握 

リスク管理の

あり方 

12 月～3 月  モニタリング計画のあり方についての整

理・検討 

対策に関する留意事項の整理 
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 ２．平成 13 年度の調査スケジュール 

本年度の調査のスケジュールについては、以下のとおり予定している。 
 

 

                          ･平成 12 年度調査結果検討 

  ６月               第７回流域水環境研究会      ・調査結果のとりまとめ・公表 

・平成 13 年度調査方針、調査内容等の検討 

                           

 

 

  ９～３月           春 期 調 査       ・水質調査、底質調査、魚類調査                  

                                                   

 

    

                                                  ・平成 13 年度調査結果検討 

 ５月           第８回流域水環境研究会      ・調査結果のとりまとめ・公表 

                                                  ・今後のモニタリングのあり方の検討 

                                             
 
 

 

 

図２－１  平成１３年度調査スケジュール 

平成 13 年度調査 
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３．調査内容（９～11 月） 

 3-1.水質・底質調査 

 

水質では、平成 10 年度から平成 12 年度の調査により、内分泌撹乱作用が疑われ

ている物質のなかに低い濃度ではあるが、わが国の河川水中に広く存在しているも

のがあることが確認された。 

しかし、全国における物質の経年的な検出状況でみると、平成 12 年度は平成 11

年度に比べ検出割合に減少がみられ、また、一部の地点において平成 12 年度と平

成 11 年度で濃度に大きな変動がある地点もみられる。 

さらに、一部の内分泌撹乱物質については蓄積されているデータがまだ少なく、

監視方針を作成するための基礎資料が不足している。 

このように、河川における内分泌撹乱物質の濃度レベルの実態が、まだ十分に把

握されていないため、平成 13 年度においては、河川において水質調査を実施し、

内分泌撹乱物質の濃度レベルの実態を把握するとともに、監視方針の作成のうえで、

調査地点や調査項目を選定する基礎資料とする。 

また、水質と底質の関係は明確ではなく、将来監視をする上では、水質と底質は

それぞれについて測定する必要がある。 

底質については魚類への影響が考えられるが、その関係は明らかでなく、魚類の

生息環境を把握する意味からも実態調査をする必要がある。 

 

１）調査地点 

 

①水質 

１１５地点（別表－１） 

 

  水質の調査地点の選定は、平成 12 年度の調査地点を対象として、平成 12 年度

までの調査において平成 12 年度の基本調査対象物質（５物質）について定量下

限値未満の調査地点を除外した。 

ただし、平成 12 年度まで一部の地点で追加物質として調査を行ったベンゾフ

ェノンについては、今後監視方針を作成する上で全国においての実態を確認する

必要があり、平成 12 年度と同じ１３１地点（１０９水系と魚類調査地点等の地

点）で実施する。 

   

②底質  

底質調査は、項目選定の基礎資料とするため、主要河川８河川（阿武隈川、江

戸川、多摩川、綾瀬川、信濃川、庄内川、淀川、筑後川）の代表地点において、

平成 12 年度までの底質調査において検出されている物質を引き続き調査する。

（表３－１） 

4-t-オクチルフェノールは、概ね検出地点が同じであるため、過去に検出され

た地点においてのみ測定することとした。 

ベンゾ(a)ピレンについては、今後監視方針を作成する上で全国においての実

態を確認する必要があり、平成12 年度と同じ１３１地点（１０９水系と魚類調

査地点等の地点）で実施する。 
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表３－１ 底質調査地点 

水系名 河川名 調査地点名 平成12年度平成13年度

○須賀川 ○ ○ 

○阿武隈橋 ○ ○ 

阿武隈川 阿武隈川 

○岩沼 ○ ○ 

江戸川 江戸川水門 ○ ○ 利根川 

綾瀬川 ○内匠橋 ○ ○ 

○拝島橋 ○ ○ 

○多摩川原橋 ○ ○ 

多摩川 多摩川 

○田園調布堰 ○ ○ 

信濃川 信濃川 平成大橋 ○ ○ 

庄内川 庄内川 枇杷島橋 ○ ○ 

荒川（北陸） 荒川 旭橋 ○ × 

淀川 淀川 枚方大橋 ○ ○ 

○三隈大橋 ○ ○ 筑後川 筑後川 

○瀬の下 ○ ○ 

合計   （14 地点）（13 地点）

調査地点名の○印は、魚類調査も行う地点 

 

２）調査時期 

９～11 月 

３）調査対象物質 

調査対象物質は、平成 12 年度までの検出状況等を考慮して選定した。 

 

 

①水質 

平成 12 年度の基本調査対象物質について、過年度調査における検出状況を表

３－２に示す。 

水質調査の調査対象物質を表３－３に示す。 

調査対象物質の選定は、平成 12 年度の基本調査対象物質のうち、全国調査に

おいて比較的検出の多くみられた 4-t-オクチルフェノール、ノニルフェノール、

ビスフェノールＡ及び 17β－エストラジオール（ELISA 法）に加え、17β－エス

トラジオール（ELISA 法）の測定値を評価するのに必要な、17β－エストラジオ

ール（LC/MS 法）とエストロンを水質調査対象物質として追加した。 

さらに、フタル酸ジ-ｎ-ブチルは全国調査で検出割合は少ないが、調査年度

により検出される地点が異なっており、調査対象物質とした。 

追加調査対象物質のうちベンゾフェノンについては、数は少ないものの平成

10 年度調査より毎年検出されているが、特定の河川しか調査していないので、

全国的な検出状況を把握する調査の必要性がある物質として選定した。 

 4-t-ブチルフェノールは、過年度において検出がみられるものの、下限値に近

い値での検出であり、平成 12 年度は検出がみられないため対象物質より除いた。 
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ベンゾ（a）ピレン、及びエチニルエストラジオールは、検出されなかったた

め対象物質より除いた。 
 

表３－２ 水質調査対象物質の測定結果 
検出地点数／調査地点数 

物 質 名 平成10年 

前期 

平成10年 

後期 

平成11年 

夏期 

平成11年 

秋期 

平成12年 

秋期 

1 
4-t- 

ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 

5/256 

(2%) 

8/261 

(3.1%) 

24/261 

(9.2%) 

18/140 

(12.9%) 

10/131 

(7.6%) 

２ ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 
110/256 

(43%) 

135/261 

(51.7%) 

35/261 

(13.4%) 

19/140 

(13.6%) 

17/131 

(13.0%) 

3 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 
69/256 

(27.0%) 

39/261 

(14.9%) 

28/261 

(10.7%) 

14/140 

(10.0%) 

2/114 

(1.8%) 

4 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ  
147/256 

(57.4%) 

109/261 

(41.8%) 

115/261 

(44.1%) 

63/140 

(45.0%) 

43/131 

(32.8%) 

5 
17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ 

（ELISA法） 

222/256 

(86.7%) 

189/261 

(72.4%) 

196/261 

(75.1%) 

100/140 

(71.4%) 

70/131 

(53.4%) 

注）検出状況は調査時期の検出下限値による。 
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表３－３ 水質調査の調査対象物質 

 物 質 名 
平成 12

年度 

平成 13

年度 
備 考 

４-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ○ ○ 

平成 12 年度は全国（109 水系）131 地点で

の測定であるのに対し、平成 13 年度はこれ

までの実態調査結果を考慮した 115 地点で

の測定。 

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ ○ ○ 同上 

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ ○ ○ 同上 

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ ○ ○ 同上 

基本調査

対象物質 

17β－ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ

（ELISA 法） 
○ ○ 同上 

 4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ○ × 

平成 12 年度は主要 9 河川の代表地点 14 地

点での測定であるのに対し、平成 13 年度は

測定しない。 

 ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ ○ × 同上 

 ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ ○ ○ 

平成 12 年度は主要 9 河川の代表地点 14 地

点での測定であるのに対し、平成 13 年度は

全国（109 水系）131 地点での測定。 

 ｴﾁﾆﾙｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ ○ × 

平成 12 年度は主要 9 河川の代表地点 14 地

点での測定であるのに対し、平成 13 年度は

測定しない。 

 17β－ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰ

ﾙ（LC/MS 法） 
○ ○ 

平成 12 年度は主要 9 河川の代表地点 14 地

点での測定であるのに対し、平成 13 年度は

これまでの実態調査結果を考慮した 115 地

点での測定。 

追加調査

対象物質 

 ｴｽﾄﾛﾝ ○ ○ 同上 
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②底質 
平成 12 年度の基本調査対象物質について、過年度調査における検出状況を表

３－４に示す。 

底質調査の調査対象物質を表３－５に示す。 
同じ地点で底質の検出傾向及び水質、底質の関係を把握するため、平成 12 年

度の対象物質のうち平成 12 年度までの調査で検出のみられた物質を調査対象物

質とした。 

調査対象物質の選定は、平成 12 年度の基本調査対象物質のうち、これまでの

調査で比較的検出の多くみられたノニルフェノール、ビスフェノールＡ、及び

17β－エストラジオール（ELISA 法）に加え、17β－エストラジオール（ELISA

法）の測定値を評価するのに必要な、17β－エストラジオール（LC/MS 法）とエ

ストロンを底質調査対象物質として追加した。 

また、4-t-オクチルフェノールは、概ね検出地点が同じであるため、過去に検

出された地点においてのみ測定することとした。 

フタル酸ジ-ｎ-ブチルについては平成 12 年度に検出がなく、対象物質より除

いた。 

さらに、追加調査対象物質については、4-t-ブチルフェノール、ベンゾフェノ

ン、及びエチニルエストラジオールは頻度は低いものの毎年検出されており、こ

れらの物質についても、調査対象物質とした。 

ベンゾ（a）ピレンについては、平成 10 年度調査より毎年検出されているが、

全国における実態は明らかでなく、監視方針を作成する上で、全国的な調査の必

要性がある物質として選定した。 
 

表３－４   底質調査対象物質の測定結果 

検出地点数／調査地点数 

物質名 
平成10年 

後期 

平成11年 

夏期 

平成11年 

秋期 

平成12年 

秋期 

1 
4-t- 

ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 
5/20  

 (25%) 

6/20  

 (30%) 

3/11 

(27%) 

2/14 

(14%) 

2 ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 
18/20  

 (90%) 

16/20  

 (80%) 

9/11  

 (82%) 

10/14  

 (71%) 

3 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 
6/20 

  (30%) 

4/20 

(20%) 

2/11 

(18%) 

0/13 

(0%) 

4 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ  
19/20 

  (95%) 

17/20 

  (85%) 

9/11 

(82%) 

11/14 

(79%) 

5 
17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ 

（ELISA法） 
11/20 

  (55%) 

5/20 

  (25%) 

5/11 

(45%) 

2/14 

(14%) 

注）平成 12 年度の淀川枚方大橋中央ではﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙの測定を実施していない。 
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表３－５ 底質調査の調査対象物質 

 物 質 名 
平成 12

年度 

平成 13

年度 
備 考 

４-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ○ △ 

平成 12 年度は主要 9 河川の代表地点 14 地

点での測定であるのに対し、平成 13 年度調

査では、過年度の調査で検出された地点で

のみ測定を行う。 

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ ○ ○ 

平成 12 年度は主要 9 河川の代表地点 14 地

点での測定であるのに対し、平成 13 年度は

主要 8 河川の代表地点 13 地点での測定。 

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ ○ × 

平成 12 年度は主要 9 河川の代表地点 14 地

点での測定であるのに対し、平成 13 年度は

測定しない。 

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ ○ ○ 

平成 12 年度は主要 9 河川の代表地点 14 地

点での測定であるのに対し、平成 13 年度は

主要 8 河川の代表地点 13 地点での測定。 

基本調査

対象物質 

17β－ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ

（ELISA 法） 
○ ○ 同上 

4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ○ ○ 同上 

 ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ ○ ○ 

平成 12 年度は主要 9 河川の代表地点 14 地

点での測定であるのに対し、平成 13 年度は

全国（109 水系）131 地点での測定。 

 ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ ○ ○ 

平成 12 年度は主要 9 河川の代表地点 14 地

点での測定であるのに対し、平成 13 年度は

主要 8 河川の代表地点 13 地点での測定。 

 ｴﾁﾆﾙｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ ○ ○ 同上 

17β－ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ

（LC/MS 法） 
○ ○ 同上 

追加調査

対象物質 

ｴｽﾄﾛﾝ ○ ○ 同上 
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3-2． 流入実態調査 

  平成 11 年度と平成 12 年度の調査で、多摩川においては、下水処理場放流水や樋管

からの流入が、河川全体の内分泌撹乱物質の負荷量に対し大きな割合を占めているこ

とが明らかになった。 
しかし、平成 11 年度と平成 12 年度の調査結果を比較すると、個々の下水処理場や

樋管からの負荷量は、変動が大きく、削減対策の基礎資料となる、物質の年間におけ

る平均的な流入の実態の把握がされていない。また、多摩川におけるノニルフェノー

ルや桂川における 17β-エストラジオールなどについては、測定値の多くは検出下限

値未満であるため、河川内での変化がまだ十分に明らかにされていない。 
平成 13 年度は、流入の実態を把握し、削減対策の基礎資料とするために、多摩川

において平成 12 年度に引き続き調査を実施する。 
また、発生源の推定を目的とし、流入背景を把握するため、その流域における特性

を収集整理し、流入負荷量に対する関係を検討する。 

 
１）現地調査 

今後の監視の地点選定の基礎資料を得ることを目的として、河川への内分泌撹乱物

質の流入の実態を把握するために、実態調査を実施する。 

 
  ①対象河川 
    多摩川 

 
②対象地点 

多摩川本川、支川、下水処理場、樋管 
 

③調査時期 

９月～10 月 
   
④調査対象項目 
ノニルフェノール、ノニルフェノールエトキシレート、ノニルフェノキシエトキシ

酢酸、ビスフェノール A、17β-エストラジオール(ELISA 法及び LC/MS 法)、エス

トロン 
    ｐH、導電率、TOC、SS、T-P 
 
 
２）発生流入背景の把握（机上） 

発生源の推定を目的とし、流入背景を把握するため、河川への負荷量の割合が大

きい樋管等の流域における特性を収集整理し、流入負荷量に対する関係を検討する。 
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3-3．対策施設の検討 

１）浄化施設による除去効率の把握 

河川管理者が河川内で行える内分泌撹乱物質の低減対策の一つとして浄化施設に

おける低減がある。国土交通省が設置する浄化施設での内分泌撹乱物質の除去効果の

把握を行う。 
 

①対象対策施設 

a. 礫間接触酸化施設 

b. プラスチック接触酸化施設 

c. 植生浄化施設 

d. 土壌浄化施設 

 

②調査時期 

  ９月～11 月 

 

③調査対象項目 

ノニルフェノール、ノニルフェノールエトキシレート、ノニルフェノキシエトキシ

酢酸、ビスフェノール A、17β-エストラジオール(ELISA 法及び LC/MS 法)、エス

トロン 
    ｐH、導電率、TOC、SS、T-P 
 

 

２）なじみ放流施設による除去効率の把握 

 下水処理場からの放流水に対する水質対策として実施されている、なじみ放流につ

いて内分泌撹乱物質に対する除去効果の把握を行う。 
 

①対象対策施設 

なじみ放流の施設 

 

②調査時期 

  ９月～11 月 

 

③調査対象項目 

ノニルフェノール、ノニルフェノールエトキシレート、ノニルフェノキシエトキシ

酢酸、ビスフェノール A、17β-エストラジオール(ELISA 法及び LC/MS 法)、エス

トロン 
    ｐH、導電率、TOC、SS、T-P 
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3-4．魚類調査 

内分泌撹乱物質の生体影響については、社会的な関心が高い。平成 10 年度から

平成 12 年度の調査により、河川に生息する雄コイでは内分泌撹乱乱物質の生体影

響である雌性化の目安となる血清中のビテロゲニン濃度等について、全体的な傾向

を把握できた。 
しかし、雄コイ血清中のビテロゲニン濃度を変動させる要因としては、内分泌撹

乱物質以外に生息場所の環境や個体ごとの生理的活性や成熟状況なども考えられ

ることから、ビテロゲニン濃度の測定結果のみから調査地点の状況を評価すること

は困難である。 
個別の地点での傾向を確認するための継続的な調査を実施し、併せて水環境中の

女性ホルモン活性量を把握し、雄コイ血清中のビテロゲニン濃度との関係を確認す

る。 

なお、平成 12 年度に調査を行った北陸荒川は、コイの生息数が少なく採捕が困

難なことから対象河川から除くこととする。 

 

１）調査地点 

平成 12 年度の調査地点のうち、北陸荒川の 1 地点を除く４河川９地点とする。 
・阿武隈川（須賀川、阿武隈橋、岩沼） 
・綾瀬川（内匠橋） 
・多摩川（拝島橋、多摩川原橋、田園調布堰） 
・筑後川（三隈大橋、瀬の下） 

   
２）調査頻度 

９月～11 月 
 

３）調査対象魚 
コイ 

 
４）調査項目 

  血清中のビデロゲニン濃度、魚体の各測定項目、雄での精巣観察 
 

５）その他 
  水質・底質を調査時に測定する。 
調査対象項目 
ノニルフェノール、ビスフェノールＡ、17β－エストラジオール(ELISA 法及び

LC/MS 法)、エストロン 
水質のみ 女性ホルモン活性量（酵母法） 
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４．調査方法 

4-1．水質・底質調査 

 1) 採水・採泥方法 

 試料の採水・採泥にあたっては、調査対象物質が、身の回りの製品に広く使用さ

れている物質であるため、周辺環境の汚染に細心の注意を払う必要がある。このた

め、採水・採泥に用いる試料ビンは、あらかじめ分析機関において十分洗浄を行っ

たものを使用する。また、採水器具に合成樹脂のバケツやロートなどを用いず、ス

テンレス製の素材のものを用いたり、直接、試料ビンに採取するなど細心の注意を

払う。 
  

2) 分析方法 

調査対象物質の分析方法は、環境省の「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニ

ュアル(平成 10 年 10 月)」等に定める方法を原則とする。 
 

表４－１ 水質調査分析方法の概要 

物 質 名 試験方法 
検出下限値 

(μg/L) 

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.01 

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 

固相抽出後、酢酸ﾒﾁﾙ溶出・濃縮後ﾍｷｻ

ﾝに転溶、脱水乾固後、KOH 存在下でｴﾁ

ﾙ化して GC/MS-SIM で測定 0.1 

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 

塩化ﾅﾄﾘｳﾑを加えてﾍｷｻﾝ抽出後、窒素気

流で濃縮、脱水して、GC/MS-SIM で測

定 

0.2 

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ A ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙと同時測定 0.01 

17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ（ ELISA 法） 

固相抽出後抱合体分解処理は行わず、

ｼﾞﾒﾁﾙｽﾙﾎｷｼﾄﾞ(DMSO)に転溶後 ELISA 法

で測定 

0.0002 

ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 
塩化ﾅﾄﾘｳﾑを加えてﾍｷｻﾝ抽出後、脱水・

濃縮後、GC/MS-SIM で測定 
0.01 

17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ(LC/MS 法) 

ｴｽﾄﾛﾝ 

固相抽出・ｶﾗﾑｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ後、濃縮・乾固

し、ﾒﾀﾉｰﾙに溶解させ、LC/MS で測定 
0.0005 

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙｴﾄｷｼﾚｰﾄ 
固相抽出後ﾒﾀﾉｰﾙ溶出し、HPLC-FLD で

測定 
0.1 

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｷｼｴﾄｷｼ酢酸 
固相抽出後ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ･ﾒﾀﾉｰﾙで溶出し、

ﾒﾁﾙ化して GC/MS-SIM で測定 
0.5  

注）17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ(LC/MS 法)、ｴｽﾄﾛﾝ、ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙｴﾄｷｼﾚｰﾄ、及びﾉﾆﾙﾌｪﾉｷｼｴﾄｷｼ酢酸の

分析法は別途作成されたマニュアルによる。 
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表４－２ 底質調査分析方法の概要 

物  質  名 試験方法 
検出下限値 

（μg/kg） 

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 1.0 

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出後 NaCl 溶液転溶、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ抽

出し乾固後、KOH 存在下でエチル化、ｹﾝ

化後ｶｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌで精製し、GC/MS-SIM

で測定 3.0 

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ A ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙと同時測定 0.2 

17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ（ ELISA 法）

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出後精製水を加え固相抽出、酢

酸ｴﾁﾙ・ﾒﾀﾉｰﾙで溶出後乾固、酸分解後乾

固、溶出させ ELISA 法で測定 

0.3 

4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ  4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙと同時測定     1.0 

ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ 
ｱﾙｶﾘ分解後、ﾍｷｻﾝで抽出、脱水・濃縮後

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄで精製後、GC/MS-SIM で測定 
1.0 

ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 

水蒸気蒸留後、留出液に塩化ﾅﾄﾘｳﾑを加

えﾍｷｻﾝ抽出、ｼﾘｶｹﾞﾙｶﾗﾑで精製後、

GC/MS-SIM 測定 
1.0 

17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ(LC/MS 法) 

ｴﾁﾆﾙｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ 

ｴｽﾄﾛﾝ 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出しｶﾗﾑｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ後、濃縮・乾固し、

ﾒﾀﾉｰﾙに溶解させ、LC/MS で測定 

 

0.05 

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙｴﾄｷｼﾚｰﾄ 
ﾒﾀﾉｰﾙで加熱還流し、固相抽出後ﾒﾀﾉｰﾙ溶出

して、HPLC-FLD で測定 
    2.0 

注）17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ(LC/MS 法)、ｴﾁﾆﾙｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ、ｴｽﾄﾛﾝ、及びﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙｴﾄｷｼﾚｰﾄの分

析法は別途作成されたマニュアルによる。 
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3) 精度管理 

 本調査の対象となる物質は、非常に低濃度であるため、精度管理に細心の注意が

必要となる。このため調査の実施に当たっては、下記の精度管理を行う。 

・ 繰り返し測定による検出下限値の確保 
・ クロスチェック 
・ 二重測定 
・ トラベルブランク 
・ 操作ブランク 

 

4-2．魚類調査 

  

1) 採捕方法 

 採捕は、投網、釣り、刺し網など調査地点の状況に応じて行う。採捕した魚が傷

つかないように注意する。 

 

2) ビデロゲニン及び魚体の測定 

 血液は採取後、直ちに保冷する。採取した血液は、すみやかに、遠心して血清を

分離・採取する。血清は、腐敗や成分の変性を防ぐため、測定時まで凍結保存等の

措置を講じる。血清中のビテロゲニン濃度は、市販のコイ・ビテロゲニン ELISA

キットを用いて測定する。 
血液を採取した後の魚体も、魚体等の測定時まで保冷状態を維持しておく。魚体

については、体長や体重等の測定後、解剖して生殖腺の観察により雌雄の判別を行

う。 
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５．リスク管理体制の検討 

内分泌撹乱物質の生体への影響は、未解明のことが多く、未だその評価は定まって

いないが、今後その対策の必要性が生じ、内分泌撹乱物質の対策を実施する場合を考

慮し、河川環境におけるリスク管理体制の検討を行う。 

 

1) 監視計画のあり方検討 

内分泌撹乱物質調査における今後の監視計画のあり方として、過去に実施した全

国河川の実態把握調査、流入実態調査結果をもとに、調査地点、調査項目、及び調

査頻度等について検討し、監視計画の基本的方針（案）を作成する。 

 

2) 対策のあり方検討 

河川管理者が河川内で行える内分泌撹乱物質の低減対策として、浄化施設におけ

る低減等が考えられる。国土交通省が設置する浄化施設の内分泌撹乱物質に対する

除去効果の把握や、下水処理場からの放流水に対する水質対策として実施されてい

る、なじみ放流について内分泌撹乱物質に対する除去効果の把握を行い、今後の対

策方法のあり方を検討する。 
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別表－1   平成１３年度河川における実態調査地点一覧表 

水質調査 底質調査  魚類調査

地建名 番号 水系名 河川名 地点名 H10 H11 H12 H13 H10 H11 H12 H13 H10 H11 H12 H13
前 後 春 夏 秋 冬 秋 秋 後 春 夏 秋 秋 秋 後 春 秋 秋

北海道開発局 1 石狩川 石狩川 大雪ダム ● ● ●

2 空知川 金山ダム ● ● ●
3 石狩川 永山橋 ● ● ●
4 納内橋 ● ● ●
5 砂川大橋 ● ● ●
6 石狩大橋 ● ● ● ● ● ○ ● ● ●
7 石狩河口橋 ● ● ●
8 牛朱別川 功橋 ● ● ●
9 忠別川 東神楽橋 ● ● ●
10 ｵｻﾗｯﾍﾟ川 治水橋 ● ● ●
11 雨竜川 雨竜橋 ● ● ●
12 空知川 空知大橋 ● ● ●
13 幾春別川 新川橋 ● ● ●
14 夕張川 江別大橋 ● ● ●
15 千歳川 新江別橋 ● ● ●
16 豊平川 中沼 ● ● ●
17 当別川 １９線橋 ● ● ●
18 茨戸川 生振３線 ● ● ●
19 常呂川 常呂川 忠志橋 ● ● ● ● ● ○
20 尻別川 尻別川 名駒 ● ● ● ● ● ○
21 後志利別川後志利別川兜野橋 ● ● ● ● ● ○
22 鵡川 鵡川 鵡川橋 ● ● ● ● ●
23 沙流川 沙流川 沙流川橋 ● ● ● ● ●
24 十勝川 十勝川 茂岩橋 ● ● ● ● ● ○
25 釧路川 釧路川 愛国浄水場取水口 ● ● ● ● ● ○

26 網走川 網走川 治水橋 ● ● ● ● ● ○

27 湧別川 湧別川 中湧別橋 ● ● ● ● ● ○

28 渚滑川 渚滑川 ウッツ橋 ● ● ● ● ●

29 天塩川 天塩川 中川 ● ● ● ● ● ○
30 留萌川 留萌川 １６線橋 ● ● ● ● ● ○

東北地建 31 阿武隈川 白石川 七ヶ宿ダム ● ● ●
32 大滝根川 三春ダム ● ● ●
33 阿武隈川 須賀川 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○
34 阿武隈橋 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○
35 伏黒 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ●
36 丸森 ● ● ● ● ○ ●
37 岩沼 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○
38 名取川 名取川 名取橋 ● ● ● ● ●
39 鳴瀬川 鳴瀬川 小野 ● ● ● ● ● ○
40 北上川 北上川 登米 ● ● ● ● ● ○
41 馬淵川 馬淵川 尻内橋 ● ● ● ● ● ○
42 高瀬川 高瀬川 上野 ● ● ● ● ●
43 岩木川 岩木川 三好橋 ● ● ● ● ● ○
44 米代川 米代川 二ツ井 ● ● ● ● ●
45 雄物川 雄物川 新屋 ● ● ● ● ●
46 子吉川 子吉川 二十六木橋 ● ● ● ● ●
47 最上川 最上川 砂越 ● ● ● ● ● ○
48 赤川 赤川 浜中 ● ● ● ● ● ○

関東地建 49 利根川 利根川 藤原ダム ● ● ●
50 相俣ダム ● ● ●
51 薗原ダム ● ● ●
52 矢木沢ダム ● ● ●
53 谷中湖 ● ● ●
54 群馬大橋 ● ● ●
55 坂東大橋 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
56 利根大橋 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
57 栗橋 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
58 布川 ● ● ●
59 水郷大橋 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●
60 烏川 岩倉橋 ● ● ●
61 楢俣川 奈良俣ダム ● ● ●
62 神流川 下久保ダム ● ● ●
63 藤武橋 ● ● ●
64 神流川橋 ● ● ●
65 渡良瀬川 草木ダム ● ● ●

66 葉鹿橋 ● ● ●
67 末流（旗川） ● ● ●
68 矢場川水門（矢場川）● ● ●
69 赤岩用水取水口 ● ● ●
70 渡良瀬大橋 ● ● ●
71 末流（秋山川） ● ● ●
72 利根川 渡良瀬川 巴波橋（巴波川） ● ● ●
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水質調査 底質調査  魚類調査

地建名 番号 水系名 河川名 地点名 H10 H11 H12 H13 H10 H11 H12 H13 H10 H11 H12 H13
前 後 春 夏 秋 冬 秋 秋 後 春 夏 秋 秋 秋 後 春 秋 秋

関東地建 73 三国橋 ● ● ●
74 鬼怒川 五十里ダム ● ● ●
75 川俣ダム ● ● ●
76 川治ダム ● ● ●
77 川治 ● ● ●
78 末流（男鹿川） ● ● ●
79 鬼怒川橋 ● ● ●
80 川島橋 ● ● ●
81 滝下橋 ● ● ●
82 小貝川 三谷橋 ● ● ●
83 黒子橋 ● ● ●
84 文巻橋 ● ● ●
85 江戸川 運河橋（利根運河） ● ● ●
86 流山橋 ● ● ●
87 新葛飾橋 ● ● ●
88 栗山上水場取水口 ● ● ●
89 江戸川水門 ● ● ● ● ● ○ ● ●  ● ○
90 中川 八条橋 ● ● ● ● ● ○ ● ●   
91 綾瀬川 内匠橋 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ○
92 霞ケ浦 掛馬沖 ● ● ●
93 玉造沖 ● ● ●
94 湖心 ● ● ● ● ● ○

95 麻生沖 ● ● ●
96 釜谷沖 ● ● ● ● ● ○
97 神宮沖 ● ● ●
98 常陸利根川外波逆浦 ● ● ●
99 息栖 ● ● ●
100 荒川 荒川 二瀬ダム ● ● ●
101 彩湖 ● ● ●
102 正喜橋 ● ● ●
103 久下橋 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
104 開平橋 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
105 治水橋 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●
106 入間川 落合橋 ● ● ●
107 入間大橋 ● ● ●
108 高麗川 高麗川橋 ● ● ●
109 都幾川 東松山橋 ● ● ●
110 越辺川 落合橋 ● ● ●
111 小畦川 荊橋 ● ● ●
112 久慈川 久慈川 山方 ● ● ●
113 榊橋 ● ● ● ● ● ○ ● ●   
114 那珂川 那珂川 新那珂川橋 ● ● ●
115 野口 ● ● ●
116 下国井 ● ● ● ● ● ○ ● ●   
117 多摩川 多摩川 羽村堰 ● ● ● ● ● ● ● ●

118   拝島橋 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○
119 多摩川原橋 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○
120 田園調布堰 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○
121 浅川 高幡橋 ● ● ●
122 大栗川 報恩橋 ● ● ●
123 野川 兵庫橋 ● ● ●
124 鶴見川 鶴見川 亀の子橋 ● ● ● ● ● ○ ● ●   
125 相模川 相模川 馬入橋 ● ● ● ● ● ○ ● ●   
126 富士川 富士川 船山橋 ● ● ●
127 三群西橋 ● ● ●
128 富士橋 ● ● ●
129 南部 ● ● ●
130 富士川橋 ● ● ● ● ● ○ ● ●   

北陸地建 131 信濃川 信濃川 旭橋 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ●
132 庄瀬橋 ● ● ●
133 平成大橋 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ●
134 千曲川 立ヶ花橋 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ●
135 荒川 荒川 旭橋 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
136 大石川 大石ダム ● ● ●
137 阿賀野川 阿賀野川 横雲橋 ● ● ● ● ● ○
138 阿賀川 宮古橋 ● ● ● ● ○
139 大川ダム ● ● ●
140 関川 関川 直江津橋 ● ● ● ● ● ○

141 姫川 姫川 山本 ● ● ● ● ● ○
142 黒部川 黒部川 下黒部橋 ● ● ● ● ● ○
143 常願寺川 常願寺川 常願寺橋 ● ● ● ● ● ○
144 神通川 神通川 神通大橋 ● ● ● ● ● ○
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水質調査 底質調査  魚類調査

地建名 番号 水系名 河川名 地点名 H10 H11 H12 H13 H10 H11 H12 H13 H10 H11 H12 H13

前 後 春 夏 秋 冬 秋 秋 後 春 夏 秋 秋 秋 後 春 秋 秋

北陸地建 145 庄川 庄川 大門大橋 ● ● ● ● ● ○

146 小矢部川 小矢部川 城光寺橋 ● ● ● ● ● ○
147 手取川 手取川 美川大橋 ● ● ● ● ● ○
148 梯川 梯川 鶴ヶ島橋 ● ● ● ● ● ○

中部地建 149 庄内川 庄内川 大留橋 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
150 枇杷島橋 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ●
151 狩野川 狩野川 徳倉橋 ● ● ● ● ● ○

152 安倍川 安倍川 安倍川橋 ● ● ● ● ● ○
153 大井川 大井川 富士見橋 ● ● ● ● ● ○
154 菊川 菊川 高田橋 ● ● ● ● ● ○

155 天竜川 天竜川 新樋橋 ● ● ●
156 鹿島橋 ● ● ● ● ●
157 豊川 豊川 当古橋 ● ● ● ● ● ○

158 矢作川 矢作川 米津大橋 ● ● ● ● ● ○
159 木曽川 馬瀬川 岩屋ダム ● ● ●
160 阿木川 阿木川ダム ● ● ●

161 木曽川 味噌川ダム ● ● ●
162 丸山ダム ● ● ●
163 濃尾大橋 ● ● ● ● ● ○

164 揖斐川 鷺田橋 ● ● ● ● ●
165 長良川 伊勢大橋 ● ● ● ● ● ○
166 鈴鹿川 鈴鹿川 高岡橋 ● ● ● ● ● ○

167 雲出川 雲出川 雲出橋 ● ● ● ● ● ○
168 櫛田川 櫛田川 櫛田橋 ● ● ● ● ● ○
169 宮川 宮川 度会橋 ● ● ● ● ● ○

170 櫛田川 蓮川 蓮ダム ● ● ●
近畿地建 171 淀川 宇治川 天ヶ瀬ダム ● ● ●

172 名張川 高山ダム ● ● ●

173 青蓮寺川 青蓮寺ダム ● ● ●
174 宇陀川 室生ダム ● ● ●
175 布目川 布目ダム ● ● ●
176 桂川 日吉ダム ● ● ●

177  久我橋 ● ●
178 猪名川 一庫ダム ● ● ●
179 高時川 菅並（公） ● ● ●

180 琵琶湖北湖安曇川沖中央 ● ● ● ● ● ○
181 琵琶湖南湖大宮川沖中央 ● ● ●
182 瀬田川 唐橋流心 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

183 木津川 木津川御幸橋 ● ● ● ●
184 宇治川 宇治川御幸橋 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
185 桂川 宮前橋 ● ● ● ●

186 淀川 枚方大橋左岸 ● ● ● ● ● ○ ● ●   
187 枚方大橋中央 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ●
188 枚方大橋右岸 ● ● ● ● ● ○ ● ●   

189 淀川大堰 ● ● ● ● ● ○
190  芥川 鷲打橋 ● ●
191 猪名川 軍行橋 ● ● ● ● ● ○

192 熊野川 熊野川 熊野大橋 ● ● ● ● ● ○
193 紀ノ川 紀ノ川 船戸 ● ● ● ● ● ○
194 大和川 大和川 遠里小野橋 ● ● ● ● ● ○

195 加古川 加古川 池尻 ● ● ● ● ● ○
196 揖保川 揖保川 上川原 ● ● ● ● ● ○
197 円山川 円山川 立野 ● ● ● ● ● ○

198 由良川 由良川 由良川橋 ● ● ● ● ● ○
199 北川 北川 高塚 ● ● ● ● ●
200 九頭竜川 九頭竜川 中角 ● ● ● ● ● ○

中国地建 201 太田川 滝山川 王泊ﾀﾞﾑ ● ● ●
202 太田川 柴木川下流 ● ● ●
203 加計 ● ● ●

204 壬辰橋 ● ● ●
205 玖村 ● ● ●
206 矢口川上流 ● ● ● ● ● ○   
207 根谷川 根の谷橋 ● ● ●

208 三篠川 深川橋 ● ● ●
209 江の川 土師ﾀﾞﾑ ● ● ●
210 千代川 千代川 行徳 ● ● ● ● ● ○

211 天神川 天神川 小田 ● ● ● ● ● ○
212 日野川 日野川 車尾 ● ● ● ● ● ○
213 斐伊川 斐伊川 大津 ● ● ● ● ●

214 江の川 江の川 桜江大橋 ● ● ● ● ● ○
215 高津川 高津川 金地橋 ● ● ● ● ● ○
216 吉井川 吉井川 熊山橋 ● ● ● ● ● ○
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水質調査 底質調査  魚類調査

地建名 番号 水系名 河川名 地点名 H10 H11 H12 H13 H10 H11 H12 H13 H10 H11 H12 H13

前 後 春 夏 秋 冬 秋 秋 後 春 夏 秋 秋 秋 後 春 秋 秋

中国地建 217 旭川 旭川 乙井手堰 ● ● ●

218 旭川 百間川 清内橋 ● ● ● ● ● ○
219 高梁川 高梁川 霞橋 ● ● ● ● ● ○

220 芦田川 芦田川 小水呑橋 ● ● ● ● ● ○

221 小瀬川 小瀬川 両国橋 ● ● ● ● ● ○
222 佐波川 佐波川 新橋 ● ● ● ● ● ○

四国地建 223 重信川 石手川 石出川ダム ● ● ●
224 市坪 ● ● ●

225 重信川 中川原橋 ● ● ●
226 出合橋 ● ● ● ● ● ○ ● ● ●

227 吉野川 吉野川 早明浦ダム ● ● ●
228 池田ダム ● ● ●

229 高瀬橋 ● ● ● ● ● ○

230 銅山川 新宮ダム ● ● ●
231 那賀川 那賀川 那賀川橋 ● ● ● ● ● ○

232 物部川 物部川 深渕 ● ● ● ● ● ○
233 仁淀川 仁淀川 中島 ● ● ● ● ● ○

234 渡川 四万十川 具同 ● ● ● ● ● ○
235 肱川 肱川 野村ダム ● ● ●

236 肱川橋下流 ● ● ● ● ●

237 土器川 土器川 丸亀橋 ● ● ● ● ● ○
九州地建 238 筑後川 筑後川 三隈大橋 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○

239   瀬の下 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○
240  佐田川 寺内ダム ● ● ●

241   佐田川橋 ● ●
242  隅上川 柳野橋 ● ●

243 遠賀川 遠賀川 日の出橋 ● ● ● ● ● ○
244 山国川 山国川 下唐原 ● ● ● ● ● ○

245 大分川 大分川 府内大橋 ● ● ● ● ● ○

246 大野川 大野川 白滝橋 ● ● ● ● ● ○
247 番匠川 番匠川 番匠橋 ● ● ● ● ● ○

248 五ヶ瀬川 五ヶ瀬川 五ヶ瀬橋 ● ● ● ● ● ○
249 小丸川 小丸川 高城橋 ● ● ● ● ● ○

250 大淀川 大淀川 相生橋 ● ● ● ● ●
251 肝属川 肝属川 俣瀬 ● ● ● ● ● ○

252 川内川 川内川 中郷 ● ● ● ● ● ○

253 球磨川 球磨川 横石 ● ● ● ● ●
254 緑川 緑川 上杉堰 ● ● ● ● ● ○

255 白川 白川 十禅寺 ● ● ● ● ● ○
256 菊池川 菊池川 白石 ● ● ● ● ● ○

257 矢部川 矢部川 船小屋 ● ● ● ● ● ○
258 嘉瀬川 嘉瀬川 官人橋 ● ● ● ● ● ○

259 六角川 六角川 潮見橋 ● ● ● ● ● ○
260 松浦川 松浦川 久里橋 ● ● ● ● ● ○

261 本明川 本明川 旭町 ● ● ● ● ● ○

調査地点計 256 261 27 261 140 27 131 115 20 27 20 11 14 19 25 27 10 15

※●印は、平成10年度～平成12年度における調査地点。



 

－    － 1 

                 平成 12 年度までの調査における定量下限値以上の検出状況 （平成 12 年度の調査地点のみ表示）        単位（μg/L） 

番号水系名 河川名 調査地点名 4tｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞnﾌﾞﾁﾙ ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 17βｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ

Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋 Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋 Ｈ10前Ｈ10後Ｈ11夏Ｈ11秋Ｈ12秋 Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋 Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋

検出下限値 [0.1] [0.03] [0.01] [0.01] [0.01] [0.1] [0.03] [0.1] [0.1] [0.1] [0.2] [0.2] [0.2] [0.2] [0.2] [0.01] [0.01] [0.01] [0.01] [0.01] [0.0002] [0.0002] [0.0002] [0.0002] [0.0002]

定量下限値 0.3 0.09 0.03 0.03 0.03 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.0006 0.0006 0.0006 0.0006 0.0006

6 石狩川 石狩川 石狩大橋 0.0015 0.0015 0.0010
19 常呂川 常呂川 忠志橋 0.7 0.0009 0.0017 0.0010 0.0011

20 尻別川 尻別川 名駒 0.05 0.03 0.06 0.06

21 後志利別川 後志利別川 兜野橋 0.0007

22 鵡川 鵡川 鵡川橋
23 沙流川 沙流川 沙流川橋
24 十勝川 十勝川 茂岩橋 0.0015

25 釧路川 釧路川 愛国浄水場取水口 0.0006 0.0009
26 網走川 網走川 治水橋 0.0009 0.0010
27 湧別川 湧別川 中湧別橋 0.0006
28 渚滑川 渚滑川 ウッツ橋
29 天塩川 天塩川 中川 0.05 0.0008
30 留萌川 留萌川 １６線橋 0.0012 0.0010

33 阿武隈川 須賀川 0.4 0.03

34 阿武隈橋 1.9 0.08 0.03 0.03 0.0009

35 伏黒 0.6 0.0013 0.0006

36 丸森 0.06 0.0007

37 岩沼 0.8 0.0010 0.0009

38 名取川 名取川 名取橋
39 鳴瀬川 鳴瀬川 小野 0.0006 0.0009
40 北上川 北上川 登米 0.03 0.03
41 馬淵川 馬淵川 尻内橋 0.0006
42 高瀬川 高瀬川 上野
43 岩木川 岩木川 三好橋 0.0014 0.0025
44 米代川 米代川 二ツ井
45 雄物川 雄物川 新屋
46 子吉川 子吉川 二十六木橋

47 最上川 最上川 砂越 0.0007 0.0007

48 赤川 赤川 浜中 0.0008 0.0010

59 利根川 利根川 水郷大橋 0.06 0.10 0.0044 0.0017 0.0027 0.0029

89 江戸川水門 0.3 0.25 0.14 0.42 0.16 1.7 0.0015 0.0011 0.0019 0.0009 0.0006
90 中川 八条橋 0.03 0.3 0.18 0.49 0.10 0.29 0.04 0.0014 0.0014 0.0032 0.0054
91 綾瀬川 内匠橋 0.14 0.24 0.48 0.13 2.7 2.0 3.3 1.0 0.9 1.40 1.2 0.64 0.65 0.45 0.0035 0.0033 0.0033 0.011 0.0071
94 湖心 0.0130 0.018 0.0034 0.0044 0.0015
96 釜谷沖 0.0100 0.012 0.0075 0.013 0.0016
105 荒川 荒川 治水橋 0.07 0.0022 0.0006 0.0008 0.0008

113 久慈川 久慈川 榊橋 0.03 0.0016

116 那珂川 那珂川 下国井 0.0006

118 多摩川 多摩川 拝島橋 0.04 0.0270 0.0015

119 多摩川原橋 0.05 0.03 0.03 0.03 0.0230 0.0055 0.0034 0.0020 0.0052

120 田園調布堰 0.03 0.05 0.03 0.04 0.0130 0.0020 0.0013 0.0011

124 鶴見川 鶴見川 亀の子橋 0.05 0.5 0.31 0.3 0.07 1.3 0.08 0.08 0.20 0.0160 0.013 0.0098 0.0091 0.010
125 相模川 相模川 馬入橋 0.07 0.03 0.03 0.04 0.0093 0.0045 0.0018 0.0038 0.0018
130 富士川 富士川 富士川橋 0.0006

- 21 - 



 

－    － 2 

 

 

 

- 22 - 

番号水系名 河川名 調査地点名 4tｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞnﾌﾞﾁﾙ ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 17βｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ

Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋 Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋 Ｈ10前Ｈ10後Ｈ11夏Ｈ11秋Ｈ12秋 Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋 Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋

検出下限値 [0.1] [0.03] [0.01] [0.01] [0.01] [0.1] [0.03] [0.1] [0.1] [0.1] [0.2] [0.2] [0.2] [0.2] [0.2] [0.01] [0.01] [0.01] [0.01] [0.01] [0.0002] [0.0002] [0.0002] [0.0002] [0.0002]
定量下限値 0.3 0.09 0.03 0.03 0.03 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.0006 0.0006 0.0006 0.0006 0.0006

131 信濃川 信濃川 旭橋 0.09
133 平成大橋 0.27 0.18 0.0006
134 千曲川 立ヶ花橋 0.08 0.06 0.0007 0.0007
135 荒川 荒川 旭橋
137 阿賀野川 阿賀野川 横雲橋 0.09 0.03 0.0046

138 阿賀川 宮古橋 0.5 0.03 0.0008 0.0007

140 関川 関川 直江津橋 1.1 0.07 0.0071 0.0035 0.0030

141 姫川 姫川 山本 0.06 0.17 0.0011

142 黒部川 黒部川 下黒部橋 0.04 0.0018

143 常願寺川 常願寺川 常願寺橋 0.4 0.10

144 神通川 神通川 神通大橋 0.05 0.05 0.0007

145 庄川 庄川 大門大橋 0.3 0.03 0.0026
146 小矢部川 小矢部川 城光寺橋 0.20 0.12 0.04 0.05 0.0013 0.0028 0.0006 0.0007
147 手取川 手取川 美川大橋 0.10
148 梯川 梯川 鶴ヶ島橋 0.3 0.05 0.0017 0.0029 0.0008
150 庄内川 庄内川 枇杷島橋 0.04 0.03 0.03 0.10 0.06 0.11 0.0032 0.0078 0.0013 0.0050 0.0029
151 狩野川 狩野川 徳倉橋 0.05 0.0012 0.0011 0.0015
152 安倍川 安倍川 安倍川橋 0.03 0.0008 0.0010

153 大井川 大井川 富士見橋 1.3 0.30 0.09 0.12 0.70 0.0012 0.0007 0.0006

154 菊川 菊川 高田橋 0.04 0.07 0.0009 0.0014 0.0006 0.0013 0.0007

156 天竜川 天竜川 鹿島橋
157 豊川 豊川 当古橋 0.0006 0.0009 0.0011

158 矢作川 矢作川 米津大橋 0.03 0.03 0.0011 0.0013 0.0007

163 木曽川 木曽川 濃尾大橋 0.04 0.09 0.13 0.03 0.17 0.0009

164 揖斐川 鷺田橋
165 長良川 伊勢大橋 0.05 0.09 0.09 0.09 0.0008 0.0010 0.0009 0.0022
166 鈴鹿川 鈴鹿川 高岡橋 0.03 0.3 0.09 0.06 0.15 0.06 0.13 0.0011 0.0024
167 雲出川 雲出川 雲出橋 0.30 0.0008
168 櫛田川 櫛田川 櫛田橋 0.0008 0.0008
169 宮川 宮川 度会橋 0.03 0.0006
180 淀川 琵琶湖北湖 安曇川沖中央 0.3 0.0006
186 淀川 枚方大橋左岸 0.4 0.3 0.03 0.04 0.04 0.0034 0.0015 0.0014 0.0018 0.0012
187 枚方大橋中央 0.3 0.04 0.0019 0.0012 0.0009 0.0014 0.0012

188 枚方大橋右岸 0.6 0.03 0.04 0.03 0.0022 0.0013 0.0012 0.0017 0.0014

189 淀川大堰 0.6 0.05 0.03 0.0020 0.0015 0.0019 0.0008 0.0010

191 猪名川 軍行橋 0.0017 0.0009 0.0006

192 熊野川 熊野川 熊野大橋 0.013

193 紀ノ川 紀ノ川 船戸 0.3 0.3 0.0009 0.0006 0.0014 0.0009

194 大和川 大和川 遠里小野橋 0.07 0.03 0.03 0.6 0.64 0.3 0.11 0.04 0.04 0.04 0.0053 0.0022 0.0070 0.0043 0.0034

195 加古川 加古川 池尻 0.0016 0.0011 0.0012 0.0006 0.0006

196 揖保川 揖保川 上川原 0.3 0.06 0.04 0.0007
197 円山川 円山川 立野 0.0007
198 由良川 由良川 由良川橋 0.0009 0.0007



 

－    － 3 

- 23 - 

番号水系名 河川名 調査地点名 4tｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞnﾌﾞﾁﾙ ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 17βｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ

Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋 Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋 Ｈ10前Ｈ10後Ｈ11夏 Ｈ11秋Ｈ12秋 Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋 Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋
検出下限値 [0.1] [0.03] [0.01] [0.01] [0.01] [0.1] [0.03] [0.1] [0.1] [0.1] [0.2] [0.2] [0.2] [0.2] [0.2] [0.01] [0.01] [0.01] [0.01] [0.01] [0.0002] [0.0002] [0.0002] [0.0002] [0.0002]

定量下限値 0.3 0.09 0.03 0.03 0.03 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.0006 0.0006 0.0006 0.0006 0.0006

199 北川 北川 高塚
200 九頭竜川 九頭竜川 中角 0.3
206 太田川 太田川 矢口川上流 0.12 0.05 0.0022 0.0009
210 千代川 千代川 行徳 0.04
211 天神川 天神川 小田 0.04 0.0006

212 日野川 日野川 車尾 0.0009 0.0007

213 斐伊川 斐伊川 大津
214 江の川 江の川 桜江大橋 0.8 0.05 0.03 0.0007
215 高津川 高津川 金地橋 0.05 0.03 0.0030
216 吉井川 吉井川 熊山橋 0.07 0.03 0.0009
218 旭川 百間川 清内橋 0.04 0.07 0.04 0.03 0.0049 0.0029 0.0023 0.0026 0.0009

219 高梁川 高梁川 霞橋 0.0018 0.0006 0.0009

220 芦田川 芦田川 小水呑橋 0.03 0.06 0.03 0.0029 0.0024

221 小瀬川 小瀬川 両国橋 0.0007 0.0028

222 佐波川 佐波川 新橋 0.0006
226 重信川 重信川 出合橋 0.3 0.4 0.8 0.03 0.05 0.05 0.0050 0.0023 0.0045 0.0053
229 吉野川 吉野川 高瀬橋 0.8 0.12 0.04 0.0006

231 那賀川 那賀川 那賀川橋 0.0009

232 物部川 物部川 深渕 0.0006

233 仁淀川 仁淀川 中島 0.06

234 渡川 四万十川 具同 0.03
236 肱川 肱川 肱川橋下流
237 土器川 土器川 丸亀橋 0.3 0.0031 0.0025 0.0031

238 筑後川 筑後川 三隈大橋
239  瀬の下 0.0008 0.0006 0.0010 0.0007 0.0006

243 遠賀川 遠賀川 日の出橋 0.0009 0.0009 0.0009 0.0007 0.0008

244 山国川 山国川 下唐原 0.0006
245 大分川 大分川 府内大橋 0.0010 0.0007
246 大野川 大野川 白滝橋 0.0013

247 番匠川 番匠川 番匠橋 0.0007 0.0010

248 五ヶ瀬川 五ヶ瀬川 五ヶ瀬橋 0.0008 0.0006

249 小丸川 小丸川 高城橋 0.0014

250 大淀川 大淀川 相生橋
251 肝属川 肝属川 俣瀬 0.03 0.0022 0.0017 0.0008 0.0024 0.0016

252 川内川 川内川 中郷 0.0017



 

－    － 4 
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番号水系名 河川名 調査地点名 4tｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞnﾌﾞﾁﾙ ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 17βｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ

Ｈ10前Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋 Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏Ｈ11秋 Ｈ12秋Ｈ10前Ｈ10後Ｈ11夏Ｈ11秋Ｈ12秋Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋 Ｈ10前 Ｈ10後 Ｈ11夏 Ｈ11秋 Ｈ12秋

検出下限値 [0.1] [0.03] [0.01] [0.01] [0.01] [0.1] [0.03] [0.1] [0.1] [0.1] [0.2] [0.2] [0.2] [0.2] [0.2] [0.01] [0.01] [0.01] [0.01] [0.01] [0.0002] [0.0002] [0.0002] [0.0002] [0.0002]
定量下限値 0.3 0.09 0.03 0.03 0.03 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.0006 0.0006 0.0006 0.0006 0.0006

253 球磨川 球磨川 横石
254 緑川 緑川 上杉堰 0.0010

255 白川 白川 十禅寺 0.0010

256 菊池川 菊池川 白石 0.0008 0.0008
257 矢部川 矢部川 船小屋 0.0007

258 嘉瀬川 嘉瀬川 官人橋 0.07 0.03

259 六角川 六角川 潮見橋 0.0008 0.0008

260 松浦川 松浦川 久里橋 0.0006 0.0008 0.0007
261 本明川 本明川 旭町 0.0018 0.0016 0.0010

定量下限値以上の地点数 15 13 16 17 14 36 15 14 20 14 16 8 8 8 8 54 35 42 43 32 84 52 66 68 52

総地点数 131 131 131 131 131 131 131 131 131 131 114 114 114 114 114 131 131 131 131 131 131 131 131 131 131


